
 

「ウェルビーイングの向上に向けて」 

北海道新得高等支援学校長 近 藤 正 臣  

  

この冬、記録的な大雪に見舞われた十勝地方も、暖かな陽射しが降り注ぐ日が続き、新得にも春の訪

れが感じられる時期を迎えました。 

 この一年間、本校の教育活動に温かいご支援とご協力をいただきました保護者や関係者、及び地域の

皆様に心より感謝申し上げます。 

先日３月１日に、第７回卒業証書授与式を執り行い、多くのご来賓、保護者の皆様、在校生、教職員

に見守られながら、１１名の卒業生が本校を巣立っていきました。誇らしい表情で卒業証書を受け取る

姿に、卒業生一人一人の成長を感じました。 

３年前、夢と希望、そして少しの戸惑いを抱いて本校に入学した卒業生は、感染症対策と学習活動を

両立しながら、様々な活動に主体的かつ前向きに取り組んできました。最高学年となった今年度は、作

業学習、各実習、学校行事、生徒会活動など、いろいろな場面で後輩の手本となっている姿に感心させ

られました。特に学校祭では、テーマ「完全燃笑」のもと、後輩たちと一緒に生き生きと活動し、自分

の力を精一杯出しきっていました。３年生のリードがあってこその笑顔あふれる素晴らしい学校祭だっ

たことが今でも思い起こされます。卒業生のみなさんには、これまで学んだことに自信をもって次のス

テージに進み、より一層活躍することを期待しています。今後も関係する全ての皆様に温かく見守って

いただけると幸いです。 

また、本日、修了式を迎え、今年度の教育活動を終えることができました。在校生も、友達や教職員

とともに、日々の学習や学校行事などを通して学びを積み重ね、一回り成長した姿が見られました。 

さて、今年度は、昨年度の教育活動の広がりをさらに発展させ、さくらプロジェクトやボランティア

活動の充実、新得町や新得駅への優れた製品の納品、地域及び関係機関とのご協力のもとに実施した各

実習や宿泊研修など、創意工夫ある学習活動の実践、地域との協働を進めることができました。 

さらに、学校祭では昨年度を上回る数の皆様に来校いただき、生徒たちが活躍する姿を見ていただく

とともに、たくさんの作業製品をご購入いただきました。全ての取組は、生徒たちの未来、自立や社会

参加へつながると考えております。改めまして、この一年、本校の教育活動にご協力いただいた皆様

に、心から感謝申し上げます。 

結びに、次年度、本校は開校 10周年を迎えます。まずは生徒、教職員が互いに尊重し合いながら、

生徒の学びを最大限に引き出し、ウェルビーイングの向上につながる生徒主体の取組を進めて参りま

す。 

また、情報共有と情報発信の更なる工夫に努めながら、保護者、地域、関係機関との協働による取組

を一層充実させ、皆様と共に歩む学校運営に努めていく所存です。 

次年度も引き続き、教職員一丸となって取り組んで参りますので、保護者の皆様をはじめ、地域並び

に関係機関の皆様のご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 一年間、誠にありがとうございました。 
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２月２１日（金）に「３年生を送る会」が行われました。これまでの感謝の気持ちが込められた、３年

生の皆さんを送り出す会となりました。 

 送る会の前半は、生徒会執行部が考案した３年生をテーマにしたクイズ大会で盛り上がりました。後半

は 1、2年生が感謝のビデオメッセージや色紙、花束を３年生に贈りました。３年生からは、1、2年生

へエールが込められたビデオメッセージを贈りました。 

生徒の中には、涙を流している姿も見られ、思い出に残る会になりました。（文責：相澤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月１日（土）第７回卒業証書授与式が行いました。改めまして卒

業生の皆さん、保護者の皆様、御卒業おめでとうございます。 

３年間の思い出を胸に、生徒たちは晴れやかな顔で学び舎を去っ

て行きました。生徒たちは、宿泊研修や見学旅行、学校祭といった楽

しい思い出をたくさん作ってきました。しかし、一方では悩み、涙を

流し、うまくいかないことに苦しんできた記憶も抱いていることと

思います。卒業生の皆さんには、どんな経験もこれから自分が生きて

いくための糧にするのだという気持ちで、充実した人生を歩んでほしいと思います。 

保護者の皆様におかれましては、本校の教育活動に御理解と御協力

をいただき大変感謝しております。お子様の成長を一番近くで見守り、

心配にお心を痛める場面もたくさんあったかと思います。ここまで寄

り添ってきた年月を想像しますと、敬服の至りです。 

我々教職員も 3年間という短い期間ではありますが、生徒たちと思

い出を共有した者として、卒業生のこれからの人生を応援していきた

いと思います。（文責：木村） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

☆ ４月の行事予定 ☆ 

 

日程 行 事 

８日（火） 始業式・着任式 【新２、３年生のみ（４時間授業 13:00下校）】 

10日（木） 第 10回 北海道新得高等支援学校 入学式 【全学年（３時間授業 11:25下校）】 

24日（木） さくらプロジェクト贈呈式（仮） 

26日（土） 
授業参観、PTA総会、PTA専門部会、進路・卒後支援振興会総会、２・３年生進路説明会 

見学旅行説明会（２年生）、宿泊研修説明会（1年生）、PTA茶話会 

～ 職員の異動と退職 ～  

本田 憲行  教頭（北海道余市養護学校へ副校長として異動） 
新得高等支援学校に赴任して早２年がたちました。短い間でしたが大変お世話になりまし

た。生徒の皆さんとは、宿泊研修や見学旅行、しんとく新そば祭りなど一緒に楽しんだり地域
行事のお手伝いをしたりすることができ、とても良い思い出となりました。保護者の皆様、地
域の皆様、日頃から本校の活動に御協力いただき感謝申し上げます。新天地においても、新得
で学んだこと、得たことを生かしつつ、頑張りたいと思います。大変お世話になりました。あ
りがとうございました。 

 
廣本 明日歌  教諭（退職） 
自分の夢と希望に向かって努力をする生徒の皆さんに刺激を受ける日々でした。これからも仲

間とともに、高校生活を満喫してください。保護者の皆さま、大変ありがとうございました。  
 
太布 貴仁  教諭（北海道中札内高等養護学校へ異動） 
 本校では、７年間勤務させていただきました。生徒の皆さん、これからも元気に頑張ってくだ
さい。保護者の皆様方には心から感謝申し上げます。ありがとうございました。 
 
里館 亮祐  教諭（北海道伊達高等養護学校へ異動） 
新得高等支援学校へ初任として赴任し、多くの方々に支えてもらうことで、様々な経験を得る

ことができました。本校での経験を生かし、新天地でも頑張ります。５年間ありがとうございま
した。 

 
遠藤 郁子  教諭（退職） 
新得町民となって２２年。町内で教員生活の最後を過ごし、学校祭テーマと同じく「完全燃 

笑」できました。生徒と保護者、新得町の皆々様、4年間ありがとうございました。 

 

佐藤 加寿美  実習助手（北海道中札内高等養護学校幕別分校へ異動） 
開校と同時に赴任し 9年、本当にあっという間でした。その中で様々な経験をさせていただ

き、私自身たくさんの成長をすることができました。生徒の皆さん、保護者の皆様ありがとう
ございました。 

 

平木 太朗  事務長（退職） 
定年後、再任用で新得高等支援学校へ赴任し、今年度で退職となります。生徒・保護者の皆様

には心健やかに過ごされることを願っています。 
５年間ありがとうございました。  


